
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧
誘するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもの
であり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であ
り、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性
を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許
諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。

2020年01月17日 注目される『アルツハイマー治療薬』の動向
2019年12月11日 国内で『ウエアラブル』機器の医療への活用が広がる

2020年1月24日

懸念される『新型肺炎』の動向
中国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルスによる『新型肺炎』は患者数が大幅に拡大し、日本、米国、

韓国など海外でも感染が確認されました。中国は24日から春節（旧正月）休暇で、多くの人々が国内外を

移動するため拡散が懸念されています。現時点では高い病原性や毒性は確認されていません。感染拡大が加

速せず、終息に向かうかが焦点となります。

『新型肺炎』が拡大、人から人への感染を確認

 SARSはコロナウイルスによる感染症で、2002年11月に中国広東省で

発生し、2003年7月にWHOによって終息宣言が出されました。この間、

アジアを中心に32カ国・地域に感染が広がり、感染者数は8,098人、死

者は774人にのぼりました。SARS発生後、一時上海総合指数が10%

程度下落したほか、観光などにも大きな影響を与えましたが、同指数は

2003年1月には底入れして反発に転じました。

 MERSは、コロナウイルスによる感染症で2012年9月に中東で発生し、

2019年11月末までに中東・欧州を中心に患者や輸入症例が報告され

た国は27カ国、感染者数は2,494人、死者は858人にのぼっています。

 中国の武漢市で発生した新型コロナウイルスによる『新型肺炎』は、患者が中国の広範囲に及び日本時間

24日0時時点で600人を超え、日本、米国、韓国などでも感染が確認されました。同肺炎については人から

人への感染が認められています。また武漢市では拡散を防ぐため交通機関の運行が停止されています。

 コロナウイルスによる肺炎自体は珍しいものではなく、多くは感染しても軽い風邪の症状で終わりますが、まれに

性質が変わり人にうつると重い症状を引き起こす場合があります。代表例が重症急性呼吸器症候群

（SARS）や中東呼吸器症候群（MERS）です。現時点では『新型肺炎』ウイルスはSARSやMERSのウ

イルスのような性質をもったとはいえず、パニックになる必要はありません。ただ中国は春節期間の前後40日間

で、帰省や旅行などで延べ30億人が移動する見通しにあり拡散が懸念されています。

 『新型肺炎』は現時点では新型ウイルスがSARSやMERSのウイルスのような性質をもったとはいえず、日本の

株式市場などへの影響は限定的となっています。過去のSARSやMARSの際も、株式市場などへの影響は一

時的でした。ただ春節休暇に伴う感染拡大やウイルスが変異するリスクは残っており、予断を許しません。こうし

た事態を回避するため移動の制限や入国時の管理強化など各国の連携による対応が求められます。

『新型肺炎』拡大阻止へ連携した取り組みが求められる

コロナウイルスによる感染事例にはSARSなど

感染拡大？
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